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Abstrac電

　丁he　purpose　of　this　study 　was 　to　make 　clear　the　e 「fect　of　color 　stimulus 　on 　psychologlcal　and 　Physiological
eva ：uation ．　Sixty　examples 　were 　taken　differentiating　in　Hue，　Value，　ChrQma 　and 　surface　of　projection　area ．　The
fluctuation　of　the　heartbeat　and 　brainwaves　were 　measured 　as　an 　index　to　estimate 　the　autonomic 　nerve

respQnse 　and 　central 　nerve 　response 　evoked 　by　color　stimulus 、The　analysis 　was 　made 　using 　SD　method ，

Results　obtained 　were ：

■ There 　is　a　remarkable α wave 　constent 　at　the　occipital 　region ．
・ The 嚠脚Factor　of　responsell 　is　so 　high　that　the　color 　stlmulus 　of　Cuv六heightens　the　va 【ue 　on 　condition 　on 　a　smalI

surface 　of　projecttion　area

■ At　the　occipitai　region　is　suggested 　to　so　awakening 　of α wave 　content 　that　the　color　stimulus　of　H
°
heightens

the　va トue 　on　the　condition 　or　a　Iarge　surrace 　of　the　projection　area ．
・At　the　frontal　region 　is　observed 　lff　fluctuation　thet　G −P　o「Hue 　at　embeHishment 　and 　Low 　chroma ，
。 lt’s　5R5！14，5PB41120n 　a　Iarge　surface　of　projection　area 　and 　sYR7114 ，5B8／50n 　a　smal ｝sueface 　of　projection
were 　tilted　to　the　parasympathetic　nerve 　response 　and 　observed 「！f　fluctuation、　lt

’
s　suggested 　to　the　condition　of

keep 　quiet　and 　feel　cOmfort ．
● The　color　stimu 「us 　ti「ted　to　the　sympathetic 　nerve 　response 　and 　observed 　lff　fluctuation　is　suggested 　to　the

condition 　of　keep　excitement 　and 　feel　com 「ort，

Keywords ： color　stimulus ，α wave 　l！f　fluctuatiQn，　fluctuat「on 　of　the　heartbeat ，　SD 　method ，

要　旨
．
　　　　　　　　　 ，

　本研究では、色彩刺激が、心理と生理に及ぼす効果につ い て明らかにする ことを目的と した 。

色相
・
明度 ・彩度と面積の違う合計60 試料を作成し、光色刺激による、自律

・
中枢神経活動を評価する ための 指

標と して 、心 拍変動と脳波の測定行 っ た 。 心理評価 として、 SD 法によ る因子分析を行 っ た 。 実験の結果、以下

の よ うな知見が得られた 。

　開眼状態であ っ て も、α 波含有量 が後頭部位にお い て 顕著に 喚起されて い た 。

・小さ い面積条件で は、光色刺激の Cuv’が、高値になる ほ ど、心 理評価の 「活動性因子」を高め 、α 波含有量を

抑制することが示喚された 。

・大きい 面積条件で は、光色刺激の Huv
°

が、高値にな ると後頭部位にお い て、 α 波含有量を喚起する ことが示喚

された 。

　感情や情操に関わ りの あ る、前頭部位にお い て 、純色、低彩度の光色刺激で 、色相の G −P系 で 、α 波 成分に 11f
ゆらぎがみ られた 。

　副交 感神 経活動 側に 傾 い て い て 、 1　／f ゆ らぎ を 示 して い る 光 色刺激 は N 大 き い 面 積条件 で は 、純色赤

（5R5 ！14 ） ・青紫 （5PB4112 ）、小さい面積条件で は、純色黄赤 （5YR7114 ） ・高明度青 （5B8f5 ）であ っ た 。

生体が安静 状態で あ り、快適 に感 じて い る と い うこ とが、示 喚される 。

　交感神経活動側に傾いて いて、 11fゆ らぎを示 してい る光 色刺激は、生体がよい意味で 興奮状態であ り、
，1ve適に

感 じてい るとい うこ とが示 喚 された 。

キ
ー

ワ
ー

ド ：色刺激 、α 波 、 11fゆ らぎ、心拍変動、　 SD 法
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1．は じめ に

　色彩の 効果はさまざま である が、「近 く感ずる一遠

く感ずる 」、「軽い
一重い」、「大きい 一小さい」とい

うよ うな 知覚効果 と、色の 「好き一嫌い 」、「快い
一

不快」などは、感情に及 ほす効果で ある 。

こ の よ うに色彩 の知 寛効果 や感情効果は こ れ ま で に

多 くの研 究がなされて きた 。 また、色彩刺激が人 に

与 える 生理的影響 は以 前 よ り、病院の 手術室や 工 場

などの 機械操作な ど色彩調節や安全色彩と して利用

されてお り、彩度による影ffV　
一一4）

や、高齢者の色 の

見え
5 ）6 ）

に つ い て も照 明や人間工学 ・医学の分野な

どにおい て研 究がな され るようにな っ て きた。

　 また 、刺激 に対する人体反応 の生 理 的な評 価方法

として は、自律神経活動 や中枢神経活動の 測定が用

い られ て い る。

　 自律神経の生理反応 は 、ス トレスや メ ンタルワ
ー

ク囗 一 ド （精神的作 業 負荷）の 評価に用い られる こ

とが多い 。 特に、心拍変動は 、計測が簡便で 作業者

に新たな負担を加え ない こと 、交感 ・副交感の 2つ の

自律神経系 の活動 状 態を反映する指標 が得 られ る こ

とか ら、よ く用い られ て お り、高 いス トレス状態で

は R −R 間隔の ゆ らぎ方が複雑になることが報告さ れ

てい る
7）叩9）

。 また、近年産業応用と して急速に発展

して いる VR （＞irtual　Reality：人工 現実感）技術の 利

用者 にVR 酔い 働 揺病 に似た 症状）が生 じる こ とが

問題 とな っ て い る 。 こ の VR 酔い に対す る評 価指標 と

して実用性が高いとい う報告がある
10 ［

。

　 感 覚器 官で受容され た感覚情報 は 、中 枢神 経系 に

送 られて 処理を受 け、判断 ・
評価が情報に対 して下

され る。こ の、中枢 神経 系で行われ る感 覚情報処理

の測定と して 、Zeki11｝は 、色彩視による大脳皮質に

お ける 視覚 処理 機能の 専門化 に つ い て 検討 してお り、

ま た、岩本 ら （1988 ）
12）

は 、色光に対する誘発電

位 に つ い て検討 して い る 。 近年で は 、覚醒 水 準の 推

定や認知 ・感情変化の 表象と して 、感情変化に呼応 し

て 脳波 （α 波）の 周波 数 の ゆ ら ぎ リ ズ ム が変 化 して

いることを武者
13 ｝、吉田

14’15 〕
は確認 している。

　 しか し、こ れ ら先行研究にお いて 、色彩刺激によ

る感情効果と生 理反 応との 関係を系統的に述べ た も

のはみ られ な い 。

　 そ こで本 研究 で は 、色彩感情の心理的効果と生理

反 応との 関係を系統的に研究す る こ と は 重 要 で あ る

と考 え、色彩刺激による、自律
・
中枢神経活 動を測定

評価 し、心理評 価 と して xSD 法による 色彩刺激の 因

子分析を行い 、両者を 比較検討 す る ことによ り、色

彩刺激が x 心理 と生理に及ぼす効果 に つ いて 明らか

にす る こ と を目的と した。

2 ，実験方法

2，1　 色彩刺激

　色彩は 純色 だ けで存 在す る こと は少な く、実 際の

色 彩 環境 へ 役立て ようと考えるとき、色相
・
明度 ・

彩度の違い に つ い て も検討する ことは重要であ る。

そ こ で 、本 研 究 で は 、色彩刺激と して 財団法人　日

本規格協会発行、財団法人　日本色彩研究 所製 作の

JIS標準色票 （JIS　Z　 87211964 準拠）の各色相

に分かれたチ ャ
ー

トよ り、純色は 赤 ： 5R5114 、黄

赤 ：5Y・R7 ／14 、黄 ： 5Y811　4 、黄 緑 ：5GY7 ！12 、

緑 ：5G5 ／10 、青緑 ： 5BG5 ／8 、青 ： 5B4 ！8 、 青

紫 ：5PB4112 、紫 ：5P3 ！10 、赤紫 ：5RP5112 の

10 色 と、高明度 ・中間彩度 5R 　7×8、5Y 　916、5G

814、5B 　814、5P　814、中明度 ・中間彩度の 5R

5！6、5Y　816、5G 　5！4、5B　4！3 、5P　314、中明

度 ・低彩度 5R5 ！2 、5Y812 、5G5 ！1、5B4f2 、

5P 　5！2 、低 明度 ・中間彩度の 5R 　 316、5Y 　516 、

5G 　314、5B　314、5P　316か らな る 20 色を加えた

計 30 色を選定 した。

　 ま た 、色彩刺激の面積効果に よる影響も検討す る

ため 、試料面積を大 ぎ い 面積条件 ＝ 1、25m × 1．5m

（12
°

× 14
°

）と小さ い 面 条件 ＝ O ．21m × 0．21m

（2
°

x2
°

）の 2パターン と した。この よ うに色彩刺

激を設定 し、合計60 試 料と した 。

　 次 に選定 した JIS標準色票 （JIS　Z　 87211964

準拠）の各色相の チ ャ
ー

トをEPSON 　GT − 5000W

WIP で読 み込み 、その 後、　 PURPOSE パ
ー

ソ ナル コ ン

ピ ュ
ータ PAT −MX200WINDOWS95 対応 ソ フ ト

「Mlcrografix　Picture　Publisher　ver 　 6 ．0」を用い て合

計 60 試料作成 した。

　 色彩刺激は 、暗幕を張り暗室 状態 に した 実験室で 、

スク リーン に向か っ て真正面 にな るように視距離3m

の位置に配置 した EPSON 　GT −5000W 　WIP マ ル チメ

デ ィ ア プ 囗 ジ ェ クタを使用 し、ス ク リ
ー

ン 上 に投影

した 。 そ して、各色彩刺激に つ いて 、C補助光源下で

JIS標準色票 （JIS　 Z　 87211964 準拠）の チ ャ
ー

トと、投影光との 視感マ ッ チ ン グを行 っ た 。

　 そ の 後 、分光放射計　 （株式会社 トプ コ ン 製 ：SR−

1）で 測色を 行い 、測 色結果 の x 、 ytY よ DCIE

1　976Vu ’
v
’
を採用 した 。 こ れ らを図 1に示す 。
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色度図

　色彩の心理 メ トリ ッ ク量で ある メ トリッ ク ・明度

L★ 、メ トリ ッ ク ・クロ マ Cuv ’

、メ トリ ッ ク ・色相角

Huv
°

を以下の 式より求めた 16 ）。

メ トリ ッ ク
・
明度L’＝116 （YIYn）

1f3− 16

メ トリ ッ ク・ク匚コマ Cuゾ ＝ （U
’2

十 V
・2
）
1t2

メ トリ ッ ク ・色相角 Huve ＝ （180
°
1π ）tan

’1
（v

★

！u
★

）

22 　被験者な らびに実験手続き

　被験者 は色 覚正 常の 女子大学生 ・大学院生と一般

成人女性の 計 14 名である 。 （21 歳〜30 歳）

　本実験では 、光 色刺激の 生 理反応評価と して 、脳

波 ・心拍を測定する実験と 、心理評価 実験の 2回に分

け て実施 した 。実験 は 椙山 女学 園大 学、色彩学研 究

室に おい て 1998 年 10 月〜 11 月 に か けて 行 っ た 。

実験室 は暗室 状態 で あ っ た。

　 2．3　実験の手 続き

　　被験者は脳波、心電の 電極装着後 、楽 な姿勢で 椅

　 子 に 腰掛け る。そ の と き ス ク リーン に 向か っ て真正
’
　 面 になる よ うに視距離 3m の位置に座 り、目の 高さが

　 スク リ
ー

ンの 中心 にくる よ う調節 した。被験者には

　 色 刺激呈示時に実験者が合 図 した 時に開 眼 し、色 刺

激呈示終了 と同 時に被験者自身 で 閉眼す る よ う教示

した 。

　被験者は暗順応状態を保つ ため と、脳波 と心電 が安

定する までの 間、5〜 10 分間．開眼また は、閉眼で

安静状態を保 っ た 。 無刺激時は閉眼で 30 秒間 、刺激

提示時は開眼60 秒間に つ いて、心電と脳波の測定を

実験開始か ら 終了 まで連続 して計測 した。また 、30

試料の色刺激提示の 10試料 こ とに 1回、5分か ら10

分の 休憩を 入れて行 っ た 。 閉眼時、画面は N5 の 背景

を呈示 して おい た 。

　色刺激は 、 ト
ー

ン 順 （純色 、高明度 ・中間彩度、低

明度 ・中間彩度、中明度 ・中間彩度、中明 度
・低彩

度 ）、色 相川頁 （赤 、黄 赤、黄、黄緑、緑、青緑、青、

青紫、紫、赤紫）の 2パ ターン とした 。 被験者毎に色

刺激 2 パ タ
ー

ン と面 積条 件 2条件 （大 ・小）をラ ン ダ

ム に被験者には提示 し、条件間に最低 3時間の休憩 を

挟んだ。一
人の 被験者 は、面積条 件が大 ・小の 2条件

で 、色刺激 30 試料 と面 積条件2 条件の 組み 合わ ぜか

らで きる合計 60 試料の全て を経験 した 。 実験の タイ

ムスケジ ュ
ー

ルは 図2 に示す 。

　生理反応評価実験の後 、同
一色彩刺激を用 い、 S

D 法に よる心理 評価を行 っ た。
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図 2　実験のタイムスケジ ュ
ー

ル

2 ．4　測定方法 ・解析

2 ．4 ．1　 生理反応評価実験

2 ．4．11　 脳波の測定 ・解析

　脳波 の 測定 で は 、前 頭部 は感 情や情操 、頭 頂部 は

理解や認識、後頭部 は視覚刺激に 関わ りが深い とさ

れ てい る 。 そ こで 、本実験で は脳波 の測定部位を、前

頭 部、頭頂部、後頭部を含む頭皮上 8部位 とした
17＞

。

　脳波 の 測定に は銀一塩化 銀皿 電極を 用 い 、国際

10 ／ 20 法 に準 じて、頭 皮 上 8部 位 （Fp　1 ・Fp2 ・

C3 ・C4 ・P3 ・P4 ・01 ・02 ）を1舌電極と し、耳朶

を不関電 極と して 単極誘導法で 行 っ た。本実験 で は 、

単極誘導 した頭 皮上 各部位 電極 と耳朶 間 の電 極の 電

位差をデータ収録ソフ トウ ェ ア 「5100 シ リーズ　デ

ィ ジタル生体ア ン プシ ス テム」 （エ ヌ エ フ 回路 設計 ブ

ロ ッ ク、0523A ）に 磁気記録 した 。

　解析 には 、リラ ッ クス や快適 感 と関係が深い とさ

れ 、安静覚醒時に優勢成分で あ る α 波帯域に 着目 し
1D ）

一’12）
、原波形 パワ

ー
ス ペ ク トラムデ

ー
タよ り、色彩刺

激 と各電極部位の α 波成分の 含有率を求めた 。 光色

彩刺激特性を独立変数と し、頭皮 上各8部位での α 波

成分の 含有率 を従属変数と して重回帰分析 を用い 検

討 した。

　次に、磁 気記録された原脳波を 50ms 間隔で再サ ン

プル を行い 、512 ポイン ト （25 ，6秒）区間 ことに

FFTによ る ス ペ ク トラ ム解析を行 っ た 。ゆらぎ係数の

算出 にお い て は、ゆ らぎ周波数と ス ペ ク トル を両側

対数に変換 した後、ゆらぎス ペ ク トルの 低周波領域

の 値を対象に直線回帰式を当て は め 、傾きの大 ぎさ

を数値化 した 。

一般 にゆ らぎス ペ ク トル は右 肩下 が

りの ス ペ ク トル構造 を示す ので 、傾き は負符号とな

る 。 便宜上、傾斜係数の 絶対値を持 っ て ゆ らぎ係数

と した。したが っ て、係数が 1に近いほど、周波数ゆ

らぎは 1／f型 を示 し、0に近 いほど白色化 する 。

そこで本研究で は 、開眼 60 秒間の α 波含有量とゆ ら

ぎ係数を求めた 。

2．4，］2　心拍変動の測定 ・
解析

　心電図の 測定は 、心電計 （AD 　lnstruments　Japan

製 ）を用い 、胸 部 3点 誘導で導出 した 。

　心臓の 拍動周期の うち 、洞結節に対す る 自律神経

入 力の ゆ らぎに起因 す るも の を心 拍変動とい う。 心

拍変動は通常、心 電図の R − R間隔変動と し て 測定さ

れ る 。

　本 実験 で は 、周 波 数領 域 の 分 析 （frequency

dom6in 　analysis ）で あ る 、心拍変動ス ペ ク トル解析

を用 い た 。

　被験者は、脳波測定実験参加者の うち 、6名の被験

者に つ いて検討を行な っ た。

　心臓 に ある洞結節は交感神経 と副交感神経によ っ

て 拮抗的に支 配され る。副交感神経は 低い 周波数か

ら高 い周 波数 ま で広 い範 囲 の心 拍変 動 を伝 達 し得 る

（HF 成分 ＞ O．15Hz ）。 周波数が 0．15Hz よ り低い LF

成 分の 発 生 には交 感 神経 及 び副 交感 神 経の ゆ らぎ が

関 与 し得 るが、HF 成分 は交感神経の 伝達可能周波数

以上 の 領域にあ る の で 純粋に副交感神経活動によ っ

て媒介され る
］8｝

。

　 HF 成分は暗算負荷で有意に減少 し、精神的負荷実

験の 指標 と して 用 い られ て い る
19＞2°）

。そ こ で 本 研究

で は、光 色刺激と面 積条件の違い による精神的負荷

に つ いて 、心拍変動ス ペ ク トル解析 にお け る LF、　 HF

成分を自律神経活動の 評 価指標 と し て 用 い 検討 を行

っ た。次 に、LFIHF成 分の比 よ り、色彩刺激 と面 積条

件の 自律神経活動のバ ラ ン ス 傾向を検討 した 。

2，42 　 心理評価実験

　生理反応評価実験と同
一

光色刺激60 色を用い心理

評価を行 っ た 。 色刺激呈 示の方法と被験者は 、生 理

反応評価実験と同じであ っ た 。

　使用 した評定尺度は、 16対の 形容詞を選定 し、主

因子解法による因子分析 （FactQr　analysis ）を行 っ た 。

さ らに、バ リマ ッ クス回転を施 して 、固有値が 1．0以

上 の因子 を抽出 し、因子負荷量と各試料の 因子得点

を求めた 。
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3． 結果

3，1 脳波

3 ，1．1　 色彩刺激とα 波含有量の関係

1） 色 相と面積条件の α 波含有量 へ の影響

　平 均 α 波含有量 の推移をみ る と、測定部位の前頭

部か ら後頭部 に か け て増 加す る 傾 向が 認 め られ た 。

こ の 傾 向は、他の 高明度 ・中間彩度、中明度 ・
中 間

彩度、中明度
・
低彩度、低明度 ・中間彩度 におい て

も同様の傾向であ っ た 。 純 色光色 刺激の、被験者 14

名の 面積条件別の 平均 α 波含有量の推移を 図 3に示 し

た。

また、図3をみると標準偏差が大 き く、α 波含有量に

個人差があることが示唆された 。

　次 に 、色相 と面 積 条件の 違 い と、測定部位 こ と の

α 波含有量 へ の影響 を見 るた め に、測定部位こ との

平均 α 波含有量を目的 変数と し、色相 （純色 10水準、

そ の他 5水準）と面積条件 （2水準）を要 因 とす る 2

元配置分散分析を行 っ た。その 結果 、色相と面積条

件とも 有意差は認められな か っ た が、純 色 の後 頭部

位 （02 ）（P〈 0，08 ）と中明度 ・低彩度の、前頭部

位 （Fp2 ）（P ＜ O、06 ＞の面積条件で 、若干 で はあ る

が大き い面積条件が 小さい 面積条件よ り α 波含有量

が抑制さ れる傾 向が示唆された。

　色相 に つ い て も、有意差 は認 め られ な か っ た が、

図3を見ると、どの測定部位におい ても、色刺激 ・赤

は他の色に比較 して、α 波含有量が低値を示 して お

り、色による α 波含有量 へ の影響が示 唆された 。

　そ こで、全被験者 14名に つ い て 同様の 検定を行 っ

た 。 その結果、面積条件に つ い ては 、全被験者 14名

に有意差が認め られた 。

　 しか し、色相 につ い ては、5名の 被験者は、有意差

は認められず、残りの 9名 の被験者は、色相 と面積条

件におい て有意差が認められた 。

　色相 に有意差が認め られた 9名の 内訳は 、純色は4

名、高明度 ・中間彩 度 は 2名 、中明度 ・中 間彩度は 5

名、中明度 ・低彩度は 3名であ っ た 。た だ し、低明

度 中間彩度には、だれも有意差は認められ なか っ た 。

　色相の下 位検定では 、純色で は、赤 ：5R　 5／14と

黄緑 ： 5GY7112 、緑 ：5G5 ！10 、青緑 ：5BG5 ！8 、

青 ：5B4 ／8 、青紫 ： 5PB4 ／12 、紫 ：5P3110 、赤

紫 ：5RP5 ！12に有意差が認められた 。

　 この ことより、純色の 赤 ：5R　 5！14 は α 波 含有量

を有意に抑制させ ることが示唆された 。

　高明度
・
中 間彩 度 の色相の 下位検定で は 、純色 と

同様に 赤 ： 5R 　718 が有 意に α 波含有量 を抑制させ る

ことが示唆された。

　中明度 ・中間彩度 の下位 検定 に つ いて も、同様の傾

向が認 め られ 、赤 ： 5R5 ／6 が α 波含有量 を抑制させ

：：1：簿 ：：獄捕 ：：：二：：濃：：　ll：謂 ：；ll：：l　l；尖喜t覊 難
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る こ とが示 唆され た 。 また、黄 ：5Y 　8！6 と緑 ：5G

5／4 間に有意差が認め られ たこ とか ら、黄 ：5Y　8！6

も有意に α 波含有量を抑制させる ことが示唆された 。

中明度 ・低彩度の下位検定で は、赤 ：5R 　3！6が α 波

含有量 を抑制 させ る こ と が示唆 された 。また 、黄 ：

5Y　516と緑 ： 5G 　3！4 間 に 有意差が認め られ た こ と

か ら、黄 ：5Y 　516も有意に α 波含有量 を抑制 させ る

こ とが示唆された 。

　以上 の こ と か ら 、面 積条件の 違 い と 、色相の 赤が、

α 波含有量に影響するこ とがわか っ た。

　 また 、平 均 α 波 含有量で は、色相と面 積条件に 有

意差は認 め られなか っ たが、これは 、個人に よ り α

波周波数に差があ る ため で あ る が、その 傾 向は同 様

であ り、ほぼ一定 してい た 。

で は、若干低値を示 して い た 。 つ ま D 、光刺激が頭

部全体に 影響を与え 、α 波出現 に関与 して い ると 理

解され る が 、後頭部位で は 、若干 そ の 影響が弱まる

ことが示 唆され た 。

　大きい 面積条件で は、頭頂部位、後頭部位 （P3
・

P4 ・01 ・02 ）で Huv
°

が α 波含有量を喚起す る こ

と が示 唆され た 。 その 標準偏 回帰係数は 、プ ラ ス

（＋ ）値とな っ てお り、Huv
°

が大ぎ くなる ほ ど、す

なわち 色相が赤系統よ り緑、青、紫へ ま わ るほ ど α

波含有量を喚起するこ とが示唆された 。

　以上 の こ とよ り、小さ い面積 条 件 では 、全頭部位

で彩度 が α 波含有矍を抑制する こ と が示唆され る が、

大ぎ い 面積条件で は 、後頭部位で 色相 が α 波 含有 量

を喚起す る こ とを示 唆された 。

2） 色 の 心理 メ トリ ッ ク量と α 波含有量

　光色刺激が頭皮上各 8部位の α 波含有量 とどの よ う

な関係が あ るか を検討す る ため 、部 位 こ との α 波 含

有量を従 属 変数 と し，刺 激 対象で あ る光色刺激の 心

理メ トリ ッ ク量 L★、Cuv“、　 Huv
°

を独立変数と して ス

テ ッ プワ イズ重 回帰 分析 を行 っ た 。 結果 を表 1 に、t

検定の 50／o 以上有意の も の の み示 した。

　小さい 面 積条 件 にお い ては 、α 波含有量を喚起す

るの は、全 チ ャ ン ネル 部位に おい て 色彩特性の Cuvt

であ り、標準偏回帰係数は、マ イナ ス （一）値 とな

っ て お り、Cuv★の 増加が、全チャ ンネル部位にお い

て α 波含有量を抑制する こ とが示唆 され た 。各チ ャ

ン ネル 部位 に お け る 標準偏 回帰係数 を比 較 す る と 、

ほぼ同様の値を示 して い る が、後頭部位 （01 ・02 ）

表 1　 色彩 の 心理メ トリ ッ ク量と α 波含有最 の重回帰

　　 分析 ・ス テ ッ プワ イ ズ

小 さい 面積
・
各チ ャ ン ネル 部位の α 波含有串と心 理 メトリッ ク毋との 凰 回帰 分析 結 果

小　い 面 Huv Cuv’ L’
Fp1 一

〇、528 ＊ ＊

F2
一
〇．510 ＊ 串

C3 一〇．535 ホ 亭

C4 一
〇．549 唯

P3 一
〇．551 ＊串

P4 一
〇．571 ＊ ＊

01 一
〇427 ＊

02 一
〇．400 ＊

宰 亨　 001　　　　　　　 宰　 D．05

大きい 面 積
・
各チ ャン ネル 部位 の α 波含有廓と心 理メトリッ ク獸との 重回帰分析 結果

い 面 Hu 》 Cw ’
　　　　　　　　　 「

F　1F2C3C4P3

D478 躍

P4 0．492 寧累
01 O．500 ＊宰

02 0429 串

艸 　　0．01　　　　　　　 ＊ 　 D．05

3，1、2　 11f ゆらぎ値と色刺激の 関係

　感情と情操に関わりの深い 、前頭部位 （Fp　1 ・Fp2 ）

での 光色刺激と面積条件の違い が、 α 波 成分の α 波

サ イ クル周期 （α サ イ クルの ゆ らぎ）におよぼす影

響につ いて検討を行 っ た 。 ゆらぎ値の 係数が 1に近い

ほど、周波数ゆらぎは 11f型を示 して い るが、解析で

は ゆ らぎ値 0、7 以上 1、09 以下の値の範 囲 に つ い て検

討を行 っ た。

　実験に 参加 した 被験者 14 名中、前頭部位 Fp　1 ・

Fp2 の どち らか
一

方で も ゆ らぎ値O．7以 上 1．09 以下

の値が見 られ た被験者 つ いて 図4 に示 した 。

　大 き い面 積条 件で は、被験 者 14 名 に前頭 部位

Fp　1 ・FP2 い ず れか にゆ らぎ値 07 以上 1、09 以 下の

値 が 認め られた 。特 に、純色と中明度 ・低彩度 では

1ff ゆ らぎが認 められた人数が多か っ た 。 純色 では 、

赤 ： 5R 　sf14 、黄赤 ：5YR 　7114 、黄 ：5Y　8fl4 、

緑 ：5G 　51］O 、青緑 ： 5BG 　518、青 ：5B 　418、青

紫 ： 5PB 　4112 ．紫 ：5P　3！10 に、中明 度 ・低彩度

で は 、赤 ： 5R5 ／2 ．黄 ： 5Y8 ／2、緑 ：5G5 ！1、

青 ： 5B 　4！2、紫 ：5P　512の 色刺激に 11f ゆ らぎが

認め られた 。

　大き い 面積条件で は低彩度で あ る、また は、鮮 や

か で も色相の G − P系の光色刺激は、快適感を喚起す

る ことが示 唆され、これらの 光色刺激は 、α 波含有

量が比較的多く喚起された光色刺激で もあ っ た 。

　 小 さ い 面 積条件 で は 、被験者 13 名 に 前頭 部位

Fp ］ ・Fp2 い ずれかにゆらぎ値O ．7以上 1．09 以 下 の

値が認め られ た 。 しか し、大 きい面 積 条件に比 較 し

て 各光 色刺激の 延べ 人数は 少な か っ た 。全光色 刺激
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で 、 1／f ゆらぎが認 められたが、若干、純色 と中明

度 ・低彩度 にお いて 、他の光色刺激より lffゆらぎ

が認 め られた 人数が 多か っ た 。しか し、その彩度や

明度 による特徴 は、大 きい面 積条件と違 いが見 られ

たが、どの 光色刺激でも、G − P系で 11f ゆ らぎが認

め られ た 。

3 ．1．3　心拍ス ペ ク トル 解析と光色刺激 の関係

1） 光色刺激とHF 成分の関係

　平均 HF 成分の 結果を図 5に示 した 。 純色は、面積

条件に よる差が見 られなか っ た事 から、面積条件よ

り、色相 による影響 が大き い こ とが示 唆された 。

　 しか し、高明度 ・中間彩度と中明度 ・中間 彩度で

は 、小さい面積条件 より、大きい 面積条件に おい て

HF 成分が低下 して いる こ とか ら、大 きい 面積条件が

25

20

　

一く 15
）

て

剖 10

5

　 　 　 　 0
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図 4　 ゆ らぎ値の 面積条件別比較表
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精神的な 負荷が強い こ とが示 唆され た 。また 、低明

度 ・中間彩度 と中明度 ・低彩度に おい て も、若 干 で

は あるが 小さ い 面積条件よ D 大 き い面積 条 件にお い

て 、HF 成分が低下 して い お り、大き い 面積条件が精

神的な負荷が強い こ とが示唆され た。

　大きい 面積条件で 精神的 負荷 が大 き い と示 唆され

る光色刺激は 、純色の 黄 ： 5Y　8114 、高明度 ・中間

彩度 の 黄 ：5Y 　916 、青 ：5B　8／4 、低明度 ・中間彩

度の赤 ： 5R　316、黄 ：5Y　5！6 、紫 ：5P　3／6、中

明度
・中間 彩度の 赤 ： 5R 　5！6、中明度 ・低 彩度の

紫 ： 5P 　5！2で あ っ た。小 さい面 積条件では 、大き い

面積条件に比 して 値が大き く、精神的負荷は小さ い

と言 え る 。 逆に、精神的負荷が 小さ い と示唆さ れ る

光色刺激 は、大きい 面 積条件で は 、純色 の 赤 ： 5R

5114 、黄緑 ： 5GY 　7！12 、菁 ：5B 　4 ！8、紫 ： 5P

3110 、中明度
・低彩度の赤 ： 5R 　5！2、黄 ：5Y　8／2、

緑 ： 5G 　511で あ っ た 。

　小さ い 面積 条件 で は 、HF 成分よ D 、精神的負荷が

大 き い と示 唆 さ れ る もの は、純 色の 黄 赤 ： 5YR

7！14 、黄 ：5Y 　8114 、低明度 ・中間彩度の 赤 ：5R

316 、中明度 ・低彩度の 緑 ：5G 　 stl 、紫 ： 5P

512であ る。小さい面積条件では、精神的負荷が小さ

い と示唆され る純色 ・赤 ：5R 　5！14 、黄緑 ： 5GY

7ハ 2、青紫 ：5PB 　4ハ 2 、高明度 ・中間彩度 ・緑 ：

5G 　814、青 ：5B　8／4 、中明度 ・中間彩度
・
赤 ：5R

516、青 ：5B 　413 、紫 ：5P　314、中明度 ・低彩度
・

赤 ：5R512 、黄 ：5Y　812．青 ：5B4 ／2であ っ た 。

2） LFfHF成分と色彩刺激の 関係

　LF／HF 成分の 平均を図6に示した 。

　LFfHF成分が低値を示した 色刺激は、大きい面槓条

件で、純色
・
赤 ：5R 　5114 、青紫 ： 5PB　4／12で あ っ

た 。 また、小さい面積条件で は 、純 色 ・黄赤 ：5YR

7／14 、黄 ：5Y　8114 、高明度 ・中間彩度 ・黄 ：5Y

9／6 、青 ： 5B 　8f4 で あ っ た 。こ れ ら色 彩刺 激は副交

感神経側に作用が傾 いている ことが示 唆された 。

　小さい面 積条件と大きい面積条件の LFIHF成分を比

較 す る と、小さ い面 積条件よ り、大 きい面積条件で 、

全体に 高値を示 し て お り、交感神経側に作用 が傾い

て いる こ とが示唆され た 。

3 ，1．4 　心理評価　因子分析

1） 因子負荷量

　因子 負 荷量 を 表 2 に示 した 。 小さい 面積条件で は、

第 1因 子 は 「陽気な一陰気な」「うき うき とす る
一

し

み じみ とする」「元気 が出 る
一疲れ る」の 因子負荷量が

高く、これ らの因子を 「活動性」の因子と した 。 第2

因 子 は 「涼 し い 一暖か い 」 「清 々 し い 一息苦 しい 」

「く つ ろ ぐ
一

圧 迫される」の 因子負荷量が高く、「くつ

ろぎ」の 因子と した 。 第 3因子 は 「好きな
一嫌い な」

平均 LF〆HF成分

　 丁

6

5

4

3

2

1

一督
一大 きい 面 積条 件 平 均 　　　■ 　小 さい 面積条件平均

『『｛コー．大きい 面積 条 件 SD　　 一つ 一・小 さい 面積条件SD

LF ／HF 成分

憬準偏差

　 　 30

　 　 o
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図 6　面積条件違 い による平均LF／HF 成分
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「愛 らしい 一 11

曽らしい 」 「穏やか一激 し い」 「ス トレス

を感じない
一

ス トレスを感 じる」の因子負荷量 が高

く、これ らの因子を 「評価性」の 因子と した 。 以上

よ D 小 さ い 面 積 条件の 色 彩イ メ ージ は 「活動性 」

「くつ ろぎ」 「評価性」の 3因子で表わすこ とができた。

第 3因子ま で の 累積寄与率は89 ，2 °／o で あ る 。

　大 きい面 積条件で は 、第 1因子は 「くつ ろ ぐ
一

圧迫

され る」「穏やか一激 し い 」「ス トレ ス を感 じな い 一ス

トレス を感 じる」「のどか な
一

い らい らする」「清々 し

い 一息苦 しい」 「II央い
一

不 快」「好 き な
一

嫌 い な」の 因

子負荷量が高 く、こ れ ら の 因子を 「くつ ろ ぎ ・評価

性」の 因 子 と した 。 第 2因 子 は 「陽 気 な
一

陰気 な 」

「うぎ うきと する一 しみ じみとする」 「元気がで る
一

疲れ る」「愛 ら しい一憎 ら しい」「軽い一重い」の 因子

負荷量が高 く、「活動性」の因 子 と した。以上よ り大

きい 面積条件の色彩イメージ は 「くつ ろぎ ・評価性」

「活動性」の 2因子で 表す こ とが で きた。

2） 因子得点

　小 さい面積条件の因子得点グラ フ を図7 、大きい面

積条件の 因子 得点グラ フ を図 8 に示 した 。

　小さ い面積条件の場合、第 1因子の 「活動性」にお

いて純色の 赤 ：5R 　5114 、黄 赤 ：5YR 　7114 、黄 ：

5Y　8！14 、中明度 ・中間彩度の黄 ：5Y 　8！6な ど彩度

の 高い R 〜YR 系 は正 の得点が 際立 っ て高いため 、活

動性の イ メ ージを最も よく表現 する色 といえた 。

　逆 に、低明度 ・中間彩度の赤 ：5R 　3！6、黄 ： 5Y

5／6、緑 ：5G 　314、青 ：5B3 ！4 、中明度 ・低彩度の

緑 ：5G 　5／1など暗い色は負の得点を示 しており、高

明 度 で あ り、鮮 や か な 暖色系の 色が 活動性 を高 め 、

暗い色が活動性を低める傾向にあるこ とが示唆され

た。

　第 2因 子 の 「く つ ろ ぎ」は 、高明度
・
中 間彩度 の

表 2　因子負荷量
小さい面 畢口条件

因 子 評定項 目
口

Fnc1Fac2Fac3 因子の 解釈

3一　　　客 0．94DO6017
うきうきとする一しみ じみ とす る ogo021013
元無が出る一疲れる o．86 一D11036 活

1 落 ち着い た一うわ つ い た 一〇 80D2B043 動

軽 い一皿 い O、74059026 性

広く感じる一狭く感じる o．620 昼1O 、37
癸しい 一醜 い 0．62038o ．59
“、しい 一　　・い 一〇 田 089oo6

口
酒潰しい 一息苦しい

くつ ろぐ 一圧迫される

0290
．240820670450 ．66

つ

ろ

の どかな一い らい らする OI2066G5 ア ぎ
好　 ・

一　い 3 0．110190 ．90
愛らしい 一噌 らしい D．53D ．230 ．70 評

皿 租やか
一激しい

一D33D ．61o ．56 価
λトレスを惑じない一感じる 02BO ．63o ．65 性
快い 一不快 04705 ， 061一

962 ヨ 57098

（9ω 60102300610

％ 60 司083109920

緑 ：5G 　8！4 、青 ：5B　8！4 、純色の 青緑 ：5BG 　 5／B、

青 ：5B　418、中明度 ・低彩度の黄 ：5Y　8！2などが

高い 正の 得点を示 してお り、純色の 赤 ： 5R5114 、

黄赤 ：5YR 　7114 、赤紫 ： 5RP 　5！12 、低明度 ・中間

彩度の赤 ：5R　316は高い負の 得点を示 した 。こ の 因

子 軸で は 、純色や 高明度の G 〜B 系 がくつ ろぎを高め 、

純色、低明度 ・中間彩度の R系がくつ ろぎを低める傾

向にあ っ た 。

　 第 3因子の 「評価性」におい ては、高明度 ・中間彩

度 の 赤 ： 5R 　718、中明度 ・低彩度の 赤 ： 5R　 5！2 、

純色の青 ： 5B 　418 、赤紫 ： 5RP 　5112 、高明度
・
中

間彩 度 の黄 ： 5Y　916、中明度 ・中間彩度の青 ： 5B

413 な どが正 の 得 点 を示 し、純 色 ・
紫 ：5P 　3110 、

中明度 ・中間彩度 ・紫 ： 5P 　3f4、低明度 ・中間彩

度 ・紫 ：3P316 の 紫、純色 の 黄 ：5Y8 ／］4 、黄緑 ：

5GY 　7112 などが高い負の得点を示 していた 。

　 大きい 面積条件で は、第 1因子の 「くつ ろぎ ・
評価

性」で は、純色の青 ：5B　418、青緑 ：5BG 　518、高

明度 ・中間彩度の 赤 ：5R　 7f8 、黄 ：5Y　9！6、緑 ：

5G 　 8！4 、青 ：5B 　8！4 、中明度 ・低彩度の 黄 ：5Y

812な どの 明る く鮮や かな B系の色と高明度色の 刺激

が 「くつ ろぎ ・評価性」を高めていた。

　 逆に、非常に高い負の位置 に純色の赤 ： 5R　5114 、

紫 ：5P3flO が 、次 いで 純色 の 黄赤 ： 5YR7114 、

黄 ：5Y　8114 などの高彩度の P−Y 系が位置 して い た 。

　 第 2因 子 の 「活 動性 」 で は 、純色 の 黄赤 ：5YR

7 ！14 、黄 ：5Y　8〆14 、赤紫 ：5RP 　5／12、高明度
・

中 間彩度 の 赤 ：5R　7！8、黄 ：5Y　9／6 、中明度 ・中

間彩度の黄 ：5Y　 816の 明る く鮮やかな RP−Y系の 色が

高い 正の 得点を示 して い た 。 逆 に、純色の 緑 ： 5G

sA 　O 、中明度 ・低彩度の赤 ：5R　512、緑 ：5G 　511、

青 ： 5B 　4 ／2 、紫 ： 5P 　5 〆2 、低 明度
・
中間 彩 度 の

黄 ：5Y　516、緑 ：5G 　314な ど の 暗く て彩度の 低い G

系 の 色刺激 が負の得点 を示 して いた。

　以上 、面積条件の違い にお ける基本的な光色刺激

のイ メ
ージの解釈、そ の イメ

ージに及 ぼす色の要 因

に つ い て 検討 して きた 。佐藤 ら
21）

は、単色 を見た場

合の感情因 子 に つ いて検討 して い る が、単 色 の感 情

因子 はほ ぼ 3 因子 で説 明され 、「活動性の 因 子」 は 、

彩 度の 影響が大き く、彩度が高 くなれ ばなるほど活

動性も高 くなる 。 「評価性の因子」は、彩度 と明度が

高い ほ うが 評価 性も高 く好 まれると報告 して い る 。

本 結果 で は s 両面積条件の イメ
ー

ジ構造 は、若干異

な るが その 解釈は似て い た 。 イメージに及ぼす色の
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要 因 で共通 して抽出さ れた 因子は 、「活動性の 因 子」

であ っ た 。 「活動性」を高めた光色 彩刺激は高明度で

あ り、鮮や かな RP −Y系で あ っ た 。 「評価性の 因 子」に

つ いては明るく鮮やかな B系の 色と高明度光 色刺激 が

「くつ ろぎ ・評価性」を高めて お り、一
致す る結果 と

な っ た。

　面積効果 に つ い て は 、佐川 ら
22 ）

が、20 イ ン チ カ

ラ
ーT＞モ ニ ターを使用 して 、単

一
色の ラ ン ダムパタ

ー
ンの 面積率を変化させ る こ と によ り心理 効果 を検

討 し て い るが、色彩の面 積が増えると快適性の評価

値が単調 に低下 して い く傾向を示すが 、色 の 種類 に

よる差はあまり顕署で はな い と報告 して いる 。 しか

し、本結果で は 、「活動性 の因 子」を低め る光色刺激

は 、面積条件 によ D 違い が見 られ た 。小さい 面積 条
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件 にお いて は、低明度の 色彩刺激が 「活動性の 因子」

を低める傾向にあ っ たが、大きい 面積条件で は 暗く

て 彩度の 低い G 系が活動性を低めてお り、色相の 効

果が示唆さ れた 。

3 ，1．5 　心理 的評価 と生 理的反応 評価の 関係

　 生理反応評価実験で得 られた、α 波含有量と ゆ ら

ぎ値 、HF 、　 LFIHF 成分 と、心理評価実験 から得 られ

た因 子 得点 を比 較検討 し、そ の効果の 関係を明 らか

に するこ とを試み た 。

1） α 波含有量とSD 法による因子得点との関係

　 α 波含 有量 を従属 変数と し、因子得点を独立 変数

と した ス テ ッ プ ワ イズ 重回帰分析を行 っ た 。 結果 を

表 3に示 す 。

　 小さい面積条件において は α 波含有量 を喚起する

（有意に増加させ る）の は 、全チ ャ ン ネル 部位にお い

て 596有意で、第 1因子 「活動性 の 因子」で あ っ た 。中

心部位 （C3 ・C4 ）と後頭部位 （Ol ・02 ）に おい

て は 50／o有意、後頭部位 （P3 ）におい ては 19／o 有 意で

第 2因子 「くつ ろ ぎの因子」で あ っ た。

　第 1因子 「活動性の因子 」の標準 偏回帰係数は 、マ イ

ナ ス （一）値とな っ て お D 、第 1因子 「活動性の因 子」

が負の 傾向 にある と き 、α 波含有量は喚起され るこ

と が示 唆 さ れた 。 次 に、第 2因 子 「くつ ろぎ の因子 」の

標準偏回帰係数 は、プラ ス （＋ ）値 とな っ て お り、

第2因子「くつ ろぎ の 因子」が正の 傾向に あるとき は α

波含有量が喚起さ れる ことが示 唆さ れた 。次 に 、大

きい面積条件で は 、α 波含有量 を喚起するの は、後

頭 部位 （01 ）において 50／o 有意 で第2因子 「活動性の

因 子」で あ っ た 。標準偏回帰係数を見 る とマ イ ナ ス

（
一
）値とな っ てお り、第 2因子 「活動性の因子」が負

の 傾向 にあ る とき 、α 波 含有量 が 喚起 さ れる こ とが

示唆 された。

　以上の こ とよ り、小さ い面 積 条件 におい て 、心 理

評価 と α 波含有量 とに高い 有効性が見 られ、活動性

が低 く、くつ ろい だ感 じの 時、 α 波含有量が高 くな

る こ とが示唆さ れた 。

2） 心 拍 ス ペ ク トラ ム解析結果と SD 法の 因子得点と

の 関係

　小 さい面 積条件で は、HF 成分よ り、精神的負荷が

示 唆 され る 、純 色の 黄 赤 ： 5YR 　7 ！14 、黄 ： 5Y

811　4 、低明度 ・中間彩度の 赤 ：5R 　 3f6 、中明度
・

低 彩度の緑 ：5G 　511、紫 ：5P 　5！2は 、厂活動
「1生」の

因子得点が紫 ：5P 　512を除いて は黄赤 ：5YR 　7114 、

表3　因子得点と α 波含有量の重回帰分析 ・
ステ ッ プワ

　 　 イズ

小 さい 面積
・
各チャン ネル 部位 の α 波 含 有 量 と因子得 点との 盤回 帰 分 析結果

小　い 面　
夂

活 動 つ ろ 平襾
F　 1 一〇．438 寧

F　 2 一〇．375 巾

C3 一
〇．399 率 0410 ホ

C4 一D．342 ＊ O．397 傘

P3 一〇β41 寧 0448 幸＊

P4 一
〇．44D ホ

0102 一
〇．344
−0．349

率

＊

O、421 零

0．390 嘱

＊ 寧＝O．01　 　 　 　 　 ＊ ＿O．05

大き い面 積
・
各チ ャン ネル 部位の α 波 含 有量と因子碍点との 重回帰 分析結 果

きい 　 　　f ＜つ ろ　
・
評 活 勵

F　 1F

　 2C3C4P3P401

一〇．430 本

02

＊　 O．05

黄 ：5Y　8114は正の側、緑 ：5G 　511、赤 ：5R 　316

は負 の 側 とい う よ うに両 極 に大 き く分か れた 。こ の

こ とは 「活動性」が低くても 、高くて も 、精神的負

荷を感 じて いる こ とが示唆された 。 しか し、「くつ ろ

ぎ」、「評価性」の 因子 にお いて は系統性 がみ られ な

か っ た 。

　大 きい面積条件で は 、精神的負荷が示唆され る色刺

激は 、純 色 の 黄 ：5Y　8！14 、高明度 ・中間彩度 ・

黄 ：5Y　916、青 ：5B　8／4 、低 明度
・
中間彩度

・
赤 ：

5R 　316、黄 ：5Y 　516、紫 ：5P　316、中明度 ・中間

彩度 ・赤 ：5R　516、中明度
・
低彩度

・
紫 ：5P　5！2で

あ る 。 紫 ：5P　512 を除い ては 「活動性」の因 子 が正

の得 点側 にあ り x 「活動性」の正 の得 点 が精神的負荷

に影響を与えるもの と思われるが明確ではない。

4 ．考察

　 本 実 験で は 、視 覚刺激 と し て 光 色刺 激を 用い た 。

その 生理的効果 の 指標 と して 、中枢神経 活動の も っ

とも 身近 な 指標で あ り、心 理 状態を 推測す る 上 で 欠

かせな い脳波計測による α 波含有量 を求 めた。

　通常 α 波は、後頭部 に優勢に 出現 し、振幅も後頭

部で最大 で あ る。しか し、意識状態 （覚醒度）、精神

状態（暗算負荷な どによ る注意集中）、開眼
・
閉眼 など

によ り、脳波 に影響を与え、特 に開眼や、光 ・音 な

どによ り顕者に減少また は 、消失を示す （α 波抑制）
23 〕

とされて い るが、本実験結果 で は、開 眼で も全被

験 者の 後頭 部に おい て 、α 波含有量が顕著 に喚起 さ
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れ て い た 。また 、光 色彩 刺激 に よる α 波含有量と心

理評価の 関係で は 、小さ い面積条件では 、光色刺激

の Cuv ’
が 、高値 に なる ほ ど、心 理評価の 「活動性 の

因子」 を高め 、α 波含 有量 を抑 制す る こと が示 唆さ

れた 。 これ は 、全頭部位で同様の 反応で あ っ たこ と

か ら、光色刺激の 彩度 による生理反応か ら、想起 さ

れた心理評価で あ ると考え られた。

　大きい面積条件で は、光色刺激の Hu ＞
°

が高値、す

な わ ち 色 相 が 赤系 統 よ り緑 、青 、紫 へ ま わ る ほ ど、

「活 動性の 因子 」を低め 、後頭部位で α 波 含 有量 を 喚

起す る こ とが示唆 され、光色刺激の 色相の G−P系は心

理 と生理 をリラ ッ クス した状態に導 くと考える 。 ま

た 、色相 に よる影響がみ られ る こ とか ら、後頭葉で

の色彩 視 による視覚処理機能の 働き が示唆され、Fox

と Raichele24）は、チ ェ ッ カー模様 をいろ いろな 頻度

で点滅させ 、V1 野に対応す る後頭 葉の 局所 脳血 流量

の 測定 結果 と、脳 波で の賦活電位の 測定結果で よ く

似 た結 果 を 得 て い る 。 ま た 、Guryas ，B ら
25 〕

や

Corbetta，　M ら
26）

は 、　 PET による局所脳 血流量の測定

で、色刺激が後 頭葉 副側面 だけ で な く、後頭葉外側

面 の 部位 にも血流墨増加を引き起 こ すこ とを報告 し

てお り、こ れ は、後頭葉 での α 波 含有量 が色 彩 視に

よる 大脳 皮 質にお ける 視覚処理機能の 働き を示唆す

るもの で ある。

　ま た，色彩 刺激と周 波数ゆ らぎ特性では、吉田ら
27 ）

は 、快適 または、リラ ッ ク ス した状態下 で の α 波 の

周波 数 ゆ らぎ量 が、ゆ らぎ周 波数の 逆数 にほ ぼ比例

して低下 ずる傾向 （1／f ゆらぎ）が認め られ るも の

の 、不快な状態下 で は 、この 特 性 が崩 れ る ことを 確

認 して い る 。

　本研究にお い て も、大 き い面 樌 条件で 、前頭部位

で ゆ らぎ値が 111を示 して い る色刺激は、純色や中明

度 ・低彩 度 に お いて 色相 の G −P系で あ っ たこ とか ら、

これ ら色刺激が快適 または、リラ ッ クス した状態 に

導い て い ることが示唆された 。

また、光色刺激の G −P系は、後頭部位で 「活動性」を低

め α 波含有量が喚起 し、心理と生理を リラ ッ ク ス し

た状態に導いて お り、前頭部位で のゆらぎ特性の結

異とあ っ て い る 。

　 こ の こ とは、光色刺激の 色相が、視覚情報 として

入力され、後頭葉の 1次視覚野か ら視覚連合野で色 処

理 がな さ れ、側頭 連 合野 を伝 播 し、前頭 連合野 へ 神

経情報 として伝達される経路 と同 じであ り、これ ら

光色刺激によ る後頭部位の α 波 含有量 と前 頭 部位の

α 波の 周波数ゆ らぎ量か ら
’
、「活動性」と 「くつ ろ ぎ」

とい っ た意識状態 （覚醒感 ）と、同時に色彩視 によ

る視覚処理機能の 働き との 関連が示唆され る もの で

ある 。

　ま た、光色刺激の 、HF 成分と α 波の 周波数ゆ らぎ

量 へ の影響の 検討 では 、光色刺激に より、副交感神

経活動側に傾い て い て 、 1／f ゆらぎを示 している色刺

激は 、大きい 面 積条件で は、純色 ・赤 ：5R 　5114 、

青紫 ：5PB 　4112 、小 さい面 積条 件で は、純色 ・黄

赤 ：5YR 　 7114 、 黄 ： 5Y 　8／14 、高明度 ・中 間彩

度 ・黄 ：5Y　916、青 ：5B 　8！4 であ っ た 。 これ らの

光 色 刺激 を見 る こと で 、副交 感神経 活動側 に傾 き 、

1！f ゆ らぎを示すと い うこ とは 、生体が 安静状態であ

り、快適 に感 じて いる とい う ことが示 唆された 。

　 また 、光色刺激 に よ り、交感神経 活動側に 傾き 、

1！f ゆ らぎを示 して い る色 刺激 は、大き い面積条件で

は 、純色
・
黄 赤 ：5YR 　7 ！14 、紫 ：5P 　3／10 、低明

度 ・中間彩度 ・赤 ： 5R316 、黄 ：5Y5 ／6 、中明

度 ・低彩度 ・赤 ：5R5 ！2 、黄 ：5Y812 、青 ：5B

412、紫 ：5P　5！2 で ある 。 小さい 面積条件で は、中

明度
・中間彩度 ・黄 ：5Y816 、紫 ：5P314 で あ Dt

生体がよい 意味で 興奮状態で あ り、快適 に感 じてい

ると い う こ とが示唆された 。

　 つ ま り、光色刺激 によ る α 波の 周波 数 ゆ らぎ量 と

HF 成分の影響を検討す る ことに よ り、生体に与える

影 響 と、意識状態をよ り明確に す る こ とが可 能であ

る こ とを意 味 して いる 。

　 また 、両 面積条件 におい て、純色、中明度 ・中間

彩度 、低明度 ・中 間彩 度 の紫は 、心理評 価の 「評価

性の 因子 」が低 く、生理反応評価 と矛盾 した結果と

な っ て い る 。 しか し、積極的に リラ ッ クス を求め る

と い っ た よ うな 、リラ クゼ ーシ ョ ン 効果 を求める 時

など、 11fゆ らぎを有す る刺激 は、心地よさな どのプ

ラ スの 感情に関連 した脳の 内因性 リズム を積極的に

維 持す る手助け と なる こ と か ら、純色 、中明度 ・中

間彩度、低明度 ・中間彩度の紫は、「活動性」 が低く、

落ち着 いた生 理 状態に する こと ができ ると考え られ、

積極的な使用 は有効である ことが示唆された 。

　 光 色刺激に対する 、自律神経活動評価と α 波含有

量による前頭部位での 11fゆ らぎをあ わせて 、生体の

反 応 評 価を行 うこ とで 、生体が快適 に感 じる時に 、

安静状態か興 奮状態 か の 指標と な り、よ り詳 しく評

価す る こ とがで き 、そ の とき の生理状態を明 らかに

する ことができたとい える 。
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5 ．まとめ

　 本研究で は、光色彩刺激の面 積条件の大 ・
小 が人

間の 心理 と生理 に及ぼ す効果に つ い て検討 した 。 心

理学的には SD 法による 因子分析を行い 、生理 学的に

は、自律 ・中枢神経活動を評 価す るた めの 指標 と し

て 、心拍変動と脳波の測定を行 っ た 。

　 α 波含有量に は、測定部位 と面積条件に影響が認

め られた 。 前頭部か ら後頭部 にお い て α 波が喚起さ

れ 、後頭部 におい て 顕著であ っ た 。 小面積条件で は

光色 刺激の Cuvtが高値になる ほ ど、心理評価の 「活

動性」の因子を高め、α 波含有量が抑制さ れた 。大

面積条件で は光色刺激の Huv
°

が高値になると α 波含

有量 を喚起す る こ とが示唆され た。

　感情や 情操 に 関 わ りの あ る 、前 頭部位 に お い て 、

純色 、中明度 ・低彩度の光色刺激で 色相の G −P系で

α 波成分に 1！fゆ らぎが認め られた被験者が多か っ た。

　 ま た 、大き い 面積条件の 、純 色 ・赤 ： 5R5 ！14 、

青紫 ：5PB 　4112 、小 い さい面 積条件の 、純色 ・黄

赤 ：5YR 　7114 、高明度 ・中間彩度の 青 ：5B　8！4 は

副交感神経側に傾い ていて 、 1〆fゆらぎを示 して おり、

こ の 光色 刺激を見 て い る と き 、生 体 は 安 静 状 態 で 、

快適に感 じて いるとい うことが示唆された 。

　本研究 で 明 らか にな っ た 、光色 刺激に よ る生理

的 ・心理的効果の 結果は、色彩を生活環 境で積極的

に利用 し て い こ うとすると きの 快適化の 一助 とな る

と考える 。

　ま た 、色刺激 の 持 つ 生理 的な 色彩効 果 を把 握 し、

そ の効 果 を確 立 し、有効 利用 す る こ と は、今後の カ

ラ ーセ ラ ピーやカラ
ー

ヒ
ー

リン グと い っ た色彩療法

な どに 、そ し て さ らに身 近な も の と して 使用す るた

めの基礎とな っ たと考える 。
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